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浦
幌
神
社
秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内 

浦
幌
神
社
秋
季
例

大
祭
を
左

記
の

と
お

り
斎
行
致
し
ま
す
。
令

和
五
年
の

豊
作

、
豊

漁
、
豊
緑
と
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
繁
栄
、
氏
子

崇
敬
者
皆

様
の

安
寧

を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

式
典
の
後
に
は
、
神
楽
舞
、
剣
道
、
空
手
道
の

奉
納
行
事
を
行
い
ま
す
。
奉
納
行
事
は
、
ど
な

た
で
も
参
列
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
お
揃
い
で

お
参
り
下
さ
い
。 

日
時 

令
和
五
年
九
月
二
十
日 

秋
季
例
大
祭 

午
後
六
時 

奉
納
行
事 

 

午
後
六
時
四
十
分 

・
神
楽
舞
（
浦
幌
神
社
神
楽
舞
月
姫
会
） 

・
剣 

道
（
浦
幌
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
） 

・
空
手
道
（
浦
幌
町
空
手
道
連
盟
・
少
年
団
） 

乳
神
神
社
秋
季
祭
の
ご
案
内 

 

乳
神
神
社
秋
季

祭
を
左
記
の
通
り

斎
行
致
し
ま
す
。
乳

神
神
社
で
は
、
春
と

秋
の
年
に
二
回
、
ご

神
体
の
ナ
ラ
の
瘤
が
鎮
ま
る
ご
本
殿
の
御
扉

を
お
開
き
し
、
参
列
者
の
各
種
願
い
事
を
ご
祈

願
致
し
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
の
ご
参
列
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日 

時 

九
月
二
十
一
日 

午
前
十
一
時 

※
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
受
付 

願
い
事 

子
授
け
祈
願 

 

安
産
祈
願 

 
 

 
 

病
気
平
癒
祈
願 

健
康
祈
願 

 
 

 
 

縁
結
び
祈
願 

 

そ
の
他 

玉
串
料 

三
千
円
よ
り
お
気
持
ち 

秋
季
社
日
祭
の
ご
案
内 

来
る
九
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
秋

季
社
日
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。
社
日
祭
で

は
、
境
内
に
建
立
さ
れ
た
社
日
碑
に
、
農
耕

神
を
お
招
き
し
、
農
事
安
全
と
豊
作
を
祈
願

す
る
も
の
で
す
。 

浦
幌
町
戦
没
者
慰
霊
祭
斎
行 

去
る
八
月
十
五
日

午
前
九
時
よ
り
、
戦

没
者
慰
霊
祭
を
境
内

の
忠
魂
碑
に
て
厳
粛

に

斎

行

致

し

ま

し

た
。
戦
争
で
尊
い
命

を
落
と
さ
れ
た
浦
幌

町
出
身
の
一
二
四
柱
の
御
英
霊
に
対
し
感
謝

の
誠
と
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

花
手
水
の
花
奉
納 

こ
の
度
、
参
拝
者

に
花
手
水
を
楽
し
ん

で
も
う
ら
お
う
と
手

水
舎
の
周
り
に
小
庭

を
設
け
ま
し
た
。
そ

こ
に
去
る
八
月
十
一

日
、
元
木
一
彦
氏
、
山

岸
嘉
平
氏
、
熊
野
正

徳
氏
、
青
木
達
雄
氏
、
青
木
信
也
氏
よ
り
花
手

水
用
の
季
節
の
花
々
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
奉
納
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
9 月号  
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浦
幌
神
社
夏
季
み
こ
し
祭
斎
行 

八
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
、
浦
幌
神
社
夏

季
み
こ
し
祭
を
四
年
ぶ
り
に
斎
行
致
し
ま
し

た
。
お
蔭
で
雨
に
当
た
ら
ず
、
獅
子
舞
、
本
神

輿
、
子
ど
も
神
輿
、
千
人
お
ど
り
が
市
街
地
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

神
輿
の
担
ぎ
手
も
子
ど
も
神
輿
が
六
十
六
名
、

本
神
輿
が
六
十
名
と
近
年
に
な
い
参
加
者
で

諸
行
事
す
べ
て
を
滞
り
な
く
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
当
番
の
住
吉
町
一
区
・
新
桜
町
・

緑
町
、
協
力
者
団
体
、
氏
子
会
役
員
総
代
、
神

輿
行
列
を
お
出
迎
え
く
だ
さ
っ
た
各
町
内
会

の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

       

サ
イ
ク
リ
ス
ツ
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

神
輿
を
担
い
で
交
通
安
全
啓
蒙
活
動 

明
治
大
学
サ
イ
ク
リ
ス
ツ
ツ
ー
リ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
学
生
十
八
名
が
夏
季
み
こ
し
祭
の
神

輿
の
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
し
、
各
町
内
会
の
御

旅
所
で
自
転
車
の
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
道
路
交
通
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
受
け
、
学
生

等
は
、
神
輿
に
集
ま

る
町
民
に
冊
子
を
配

り
な
が
ら
自
転
車
死

亡
事
故
者
の
約
七
割

が
頭
部
に
致
命
傷
を

負
っ
て
い
る
現
状
や
自
転
車
に
乗
る
際
に
は
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
平
成
二
十
一
年
頃

よ
り
浦
幌
町
の
地
域
創
生
の
研
究
を
さ
れ
、
今

年
、
書
籍
「
地
方
創
生
読
本
北
海
道
浦
幌
町
編
」

を
発
行
さ
れ
た
同
大
学
商
学
部
教
授
で
サ
イ

ク
リ
ス
ツ
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
部
長
を
務
め

る
水
野
勝
之
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
で

す
。
水
野
氏
が
全
国
か
ら
バ
イ
ク
安
全
祈
願
で

信
仰
を
集
め
る
当
社
に
着
目
、
自
転
車
も
同
様

に
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
を
行
お
う
と
浦
幌
町
、

浦
幌
町
教
育
委
員
会
、
池
田
警
察
署
の
後
援
も

い
た
だ
い
て
実
現
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
自
転

車
で
交
通
安
全
祈
願
に
来
ら
れ
る
方
々
へ
更

な
る
啓
蒙
活
動
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。 

発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 

    

 

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

九
月
一
日 

 
 

月
次
祭 

九
月
十
五
日 

 

月
次
祭 

九
月
二
十
日 

 

秋
季
例
大
祭 

九
月
二
十
一
日 

 

秋
季
乳
神
神
社
祭 

 
 

 
 

 
 

 

秋
季
社
日
祭 


